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式典後には、全学応援団チアリー
ダー部がパフォーマンスを行いま
した。入学式の様子は４頁からの
グラフ専修で紹介しています。

表紙の写真
入学式

表紙の題字
専修大学文学部名誉教授
書家　仲川 恭司先生

「『育』という字は、赤ん坊が胎
内から頭を下にして生まれてく
る様子と、子どもを女性が両手
で抱きかかえるようにあやす、
子どもを育てる様子を表してい
ます。『友』は手と手が合わさっ
てできた象形文字です。学生が
育つのを支援する友の会という
メッセージを強調すべく、全体
的に肉付きのよいふくよかなイ
メージで書いてみました」

 『育友』は、専修大学一部（昼間部）全学部に在学する
学生の父母（保護者）の会である育友会が、年４回発行
する会報誌です。大学と会員が情報を共有し、互いに
よきメッセージを送り合う場にしたいと考えています。
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　新入生のご家族の皆さま、お子様のご入学おめでとうござい
ます。会報『育友』は、入学式・サークル勧誘の様子、キャン
パスMAPなど、新年度ならではのテーマのほか、ゼミ紹介、
学生の今年の目標、卒業生の活躍をお伝えする「われらイキイ
キ専修人」など、内容が盛り沢山となっております。私は昨年の
春から『育友』の編集委員として年数回委員会に参加させてい

ただいています。大学構内で、他の父母役員や事務局の皆さま
と楽しく意見交換をしながら１つの冊子を作りあげていきます。
とてもいい雰囲気です。皆さまのお役に立てるような大学と学生
生活に関する情報をお届けしていきたいです。ぜひ、ご要望や
ご感想等をお聞かせください。読者アンケートはこのページの
QRコード、または育友会ホームページから回答をお願いします。
「育友会アクティビティ」には育友会の年間の行事など、活動の
様子を掲載しております。育友会活動にもご興味を持っていた
だけると幸いです。� （担当：富谷俊樹編集委員）

（担当：佐藤信子編集委員）

　活気ある学園祭の様子や、育友会の活動報告は興味深
かったです。『お休み処・育友』には、毎年感謝です。箱根
駅伝は、学校関係者が一丸となって頑張って寄付金を集め
て、選手がよい環境で練習でき、強いチームになることを
期待したいです。軽登山サークルの記事が興味深かったで
す。神奈川東・Yさん
　『お休み処・育友』に来てくださりありがとうございます。来
年も大学の活動を育友会は応援します。ぜひご一緒に！！

　毎回読み応えがあり、息子との会話にも繋がり、届くの
が楽しみでした。3月で卒業となり、これが最後の『育友』
かと思うと寂しいです。息子はコロナ禍で半年休学し、5
年間専修大学にお世話になりました。思い描いたキャンパ
スライフではなかったのではと思っていた私に「2年半は
楽しんだよ。遊んで、遊んで、学んだし（笑）。休学して
自分に向かい合う時間をもって就活に挑めたしね」と。私
が思うより子供は現実に順応して前を向いていたんだなぁ
と思いました。神奈川西・Iさん
　ご卒業おめでとうございます。とても前向きな息子さん、素
敵です！親子の会話の中に『育友』があることに感動しました。

　育友会奨励賞受賞の水野遥香さんの作品を興味深く読
ませていただきました。他の受賞者の作品も、是非読んで
みたいと思いました。鳳祭や育友会奨励賞、ドラフト、箱
根駅伝と盛りだくさんで、どの記事も読み応えがありまし
た。埼玉・Oさん
　奨励賞の作品は学生達の取り組みが見えてわくわくしますね。
『育友』を隅から隅まで読んでくださりありがとうございます！

　キャンパス通信のアイマスク体験に関する記事を読んで、
専修大学にピアサポーターという障がい学生支援体制がある
ことを初めて知りました。多様性を認め合う社会の在り方が
問われる現在、大学や学生の取り組みをもっと深く知りたく
なりました。鳳祭の様子、育友会奨励賞受賞作品紹介など、
いつにも増して読み応えのある内容でした。埼玉・Kさん
　記事を読んで、知って、興味を持ってくださったことが嬉しい
です。これからも様々な活動のご報告ができるよう頑張ります！

　自分の子じゃなくても子供たちの元気そうな顔を見ると
安心しますし、こちらも元気になります。写真をたくさん
載せてもらえると嬉しいです。札幌・Mさん
　大学の様子が分かるのは嬉しいですよね。これからも沢山の
大学生活をご紹介していきます。楽しみにしていてください！

172冬号を読まれた方から感想をいただきました。その一部をご紹介します。
このコーナーに掲載された方には専大グッズを進呈いたします。読 者 声の

読者アンケートへのご協力をお願いします！
　いつも会報『育友』をご覧いただきありがとうございます。誌
面作りの参考にさせていただきますので、アンケートのご協力を
お願いします。右のQRコードから回答フォームにアクセスいた
だき、ご回答をお願いします。
　読者アンケートにご協力いただいた方の中から、先着で30名に
大学公認の専大グッズを進呈いたします。
　６月９日（金）までにご回答ください。

読者アンケートを参考に取り
上げた記事は、このマークをつ
けています。皆さんもご要望を
お伝えください。（ご要望にお
応えできないこともあります。）

　会報『育友』の専修コミュニティへの投稿に興味のある方、シブコンスタッフに
興味のある方は、読者アンケートフォームに­あるチェック欄に してください。

回答はこちら
※ご記入いただいた個人情報は記載の目的
　以外には使用しません。
※住所変更が生じた場合は、ご子女から
　教務課窓口へお伝えください。
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